
NagasakiAssociationfbrHibakushas’MedicalCare

＼－、．息
ヒバクシヤ医療国際協力通信

ノ　ー　＼㌧

電遜
1喝■l’r

チェルノブイリ原発事故20周年祈念公開座談会

Works

Peoplt）

Report

Report

チェルノブイリ原発事故20周年記念事業

カザフスタンから来た医師のご紹介

チェルノブイリ・カザフスタン関連医師の受入研修

派遣▲フォローアップ事業報告

From Korea　………………被爆者医療等研修～韓国から医師等を招聴～

Report

Information

韓国への専門家派遣

平成18年度外務大臣表彰受賞
核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄付
第7回永井隆平和記念・長崎貰候補者募集のお知らせ



Works

1986年4月26日に発生したチ＝ルノブイリ原発事故から20年が過ぎました。NASHIMでは

チェルノブイリ原発事故20周年記念事業として、チェルノブイリ関係諸国への医療協力に精力的に携わっ

てきた関係者による公開座談会と毎夏のヒバクシヤ医療研修に加えて、放射能汚染の最も深刻であったベラ

ルーシ共和国のコメリから4名の医科大学生を招嘱して教育・研修プログラムを実施しました。また、彼ら

と長崎の学生、市民との交流会や長崎原爆資料館において日本チェルノブイリ連帯基金と共催のチェルノブ

イリ写真展を開催しました。

チェルノブイリ原発事噸■

1986年4月26日

未明のチェルノブイ

リ原発事故から20

年が経過しましたが、

周辺の汚染地域では

500万人を超える－

般住民が不安を抱えながら今なお生活しています。

チェルノブイリの教訓とは一体何でしょうか？そ

れを取り上げたのが、今回のNASHIM主催によ

る20周年記念事業の一つである公開座談会です。

日本を代表するチェルノブイリヘの支援協力活動

を通じて、チェルノブイリ20年目の現実と今後の

支援活動についての展開が被爆地長崎の国立長崎

原爆死没者追悼平和祈念館で語られました。

20世紀後半から狂気の核開発競争が繰り広げ

られ、エネルギー資源状況の変化や激増する人口

問題も絡み、先進国を中心に国際社会は原子力時

代に入りました。この原子力時代の幕開けへの警

鐘が人類史上最悪の惨禍となる、チェルノブイリ

原発事故でした。当時は東西冷戦の渦中にあるた

め情報封鎖の劣悪な世界情勢が被害を拡大するこ

とになりました。その後明らかになった事実とし

て放射線誘発と考えられる小児および若年者の甲

状腺がんが多発し5000例近くが現地で手術さ

れています。そしてその後遺症や精神心理的影響

は深刻です。さらに事故直後の原子力発電所内で

山　下　俊　一

の大量放射線被ばく者300名近くと、数十万に

も及ぶ除染作業者の長期にわたる健康影響も懸念

されています。このような渦中、唯一の被爆国日

本の心と経験を生かすべく、チェルノブイリ被災

者への継続した医療支援活動が行われてきまし

た。被爆地長崎からも多くの関係者が現場への医

療協力や支援活動に活躍しています。しかし、低

線量慢性被ばくの実態解明や、その健康影響につ

いての角牢析は遅々として進まず、長期にわたる注

意深い経過観察と医療協力が必要です。

大量かつ広範囲の放射線被ばくという人類史上

初の事象に対するこの20年間における後手後手

の対策対応の中で、低線量被ばくの不確実な領域

での長期にわたる健康影響への地道で患の長い支

援と協力こそが現地の被ばく者が望むものであり、

広島、長崎に蓄積された原爆被爆者医療のノウハ

ウを役立てることになります。チェルノブイリに

おける緊急事態が過ぎると、被災者が軽視された

り、過去の負の遺産が放置されたりします。今回

のチェルノブイリ原発事故後20周年の座談会で

は、この負の遺産を如何に清算するかが忌憧なく

話し合われ、被爆地長崎から世界のヒバクシヤヘ

の医療協力に向けた継続こそが力であることが確

認されました。今後ともNASHIMの活動基盤が

充実し、大所高所から戦略的にチェルノブイリ医

療協力が推進されんことを心から念願します。
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公開座談会
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チェルノブイリ原発事故から20年～長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力～

2006年8月2日、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の交流ラウンジにおいて公開座談会を開催しま

した。WHO放射線専門科学官（現長崎大学大学院教授）の山下俊一さんをコーディネーターに、民間支援

団体としてチェルノブイリ医療協力に関わってこられた笹川記念保健協力財団の槙治子さんと日本チェルノ

ブイリ連帯基金の神谷さだ子さん、長崎大学大学院で疫学的な観点からチェルノブイリに携わってこられた

柴田義貞教授にNASHIMの井石哲哉会長の参加を得て様々な意見を出していただきました。

「事故の影響による小児甲状腺がん多発のピークは過ぎたが、今後何が起こるかわからないため、支援継続

の必要性があること」、「科学の進歩が危険と裏腹な現代で、被爆地長崎・広島の役割は安心・安全を担保しな

がら科学の平和利用を進めるべきだという警鐘を鳴らし続けること」等が再確認され、被爆地の灯火をエネル

ギーにNASHIMの活動がチェルノブイリを起点とした次の国際医療協力や世界平和のために進んでいくこと

に期待が寄せられました。

※詳しい内容はチェルノブイリ原発事故20周年記念誌「長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力の歩み」や

NASHIMの7Tl－ムページでご覧いただけます。

◆出演者紹介◆

山下俊一さん（WHO放射線専門科学宮）

長崎大学教授として、チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトや種々のプロジ工クトにおいてチェ

ルノブイリ被災国の支援を行うと共に、NASHJM事業の柱であるヒバクシヤ医療貢献の中心的存在

として活躍。WHOで放射線専門科学官として世界の舞台で活躍した。

槙き合子さん（笹川記念保健協力財団元チェルノブイリ医療協力室長）

チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトを担当し、「チェルノブイリの母」と呼ばれるほど現

地を頻回に訪問してプロジ工クトの遂行にあたった。現地では今でも笹川記念保健協力財団が

寄贈した巡回バスが活躍している。

神谷さだ子さん（日本チェルノブイリ連帯基金（JCF）事務局長）

JCFの事務局長として、理事長の鎌田薫先生（「がんばらない」等の著作でも有名）と二人三脚

でチェルノブイリ支援に積極的に取り組み、その継続的な支援は現地でも高い評価を受けてい

る。現在も頻回にべラルーシ共和国を訪問し、現地に密着した支援を継続している。

柴田義貞さん（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授）

放射線影響研究所の疫学部長として、チェルノブイリ笹川医療協力プロジ工クトにおいて事故

の影響評価にあたり、事故後に小児の甲状腺がんが増加していることを示した。現在、長崎大

学においてチェルノブイリにおける健康影響についての疫学調査を継続して行っている。

井石哲哉さん（NASHIM会長）

長崎県医師会長としての要職にありながら、平成8年から現在まで10年間にわたりNASHIM

会長としてカザフスタンやウクライナ、韓国を訪問するとともに、チェルノブイリ関係国をは

じめとする多くの固からの研修医の受入を行うなど積極的に国際貢献に努めている。



7月28日から17日間、チェルノブイリ事故による汚染が最も深刻であったベラ

ルーシ共和国のコメリから4名の医科大学生を招嘱して教育・研修プログラムを実施

しました。

4人はまず、長崎大学生の案内で長崎原爆資料館や平和記念公園等を見学し、悲惨

な原爆の実相を知って強い印象を受けたようでした。研修本番では長崎市原爆被爆者

健康管理センターや日本赤十字社長崎原爆病院、財団法人放射線影響研究所を視察し、

日本の医療設備・技術や被爆者に対する支援について学びました。また、長崎大学医

学部では外科の外来見学や甲状腺の手術に立ち会ったほか、自身の血液検査や放射線

量を測るといった経験もしました。恵の丘長崎原爆ホームでは、長崎で被爆された方　恵の丘長崎原爆ホーム

の生の証言に真剣に耳を傾け、同じ被ばく者としてヒバクの不安に共感し、目に涙を浮かべて「これからの

人生が平和であるように祈ります」と声をかける場面もありました。

帰国前にはチェルノブイリ医療基金の招きで長野県の松本も訪れました。

17日間という短い研修期間でしたが、非常に強い印象と医師を志すことへの新たな決意をもって帰国さ

れたようです。

放射線障害という困難を経験した彼らが医

師を目指して学んでいるということは、将来

のベラルーシにおける放射線被ばく医療の大

きな力になることと思います。

NASHIMはこれから彼らのような若い人材

の育成にも取り組んでいきたいと思います。 日本赤十字社長崎原爆病院　　長崎市原爆被爆者健康管理センター

㊨⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳
マリナ　　イワンチカワ　　　（コメリ医科大学6年生）

Ma「ynalvanchykavaさん

原爆の被爆者の方々が住まわれる原爆ホームを
訪問した際、また8月9日の慰霊祭に出席した際
に、その恐ろしい日のことをまざまざと感じまし
た。私は涙が溢れ、心が痛みました。なぜならそ
れと似たようなことが私自身にも起こったからで
す。不幸は私の国、私自身、そして私の家族に降
りかかりました。でもその不幸こそが私の将来の
職業の選択の決め手となったのです。

日本での研修後、私は、私達2つの国の助け合
い、特に医学の分野での助け合いがいかに重要で
不可欠なものかを痛感しました。広島と長崎の悲
劇から61年の月日が経ちました。この間に日本
では多くの責重な経験と知識が蓄積されました。
私は、その有益な経験と知識に見習わせていただ
けることに対し、敬意と尽きせぬ感吉射の思いを述
べたいと思います。

タチアナ　　クラウチャンカ　（コメリ医科大学5年生）

Tatsiana Krauchankaさん

私が日本で研修を受けることができるようご尽
力してくださった皆様に、非常に感謝しておりま
す。

日本での研修は非常に印象深いものでした。
私は、各種医療機関や研究施言引こ近代的設備が

完備されていること、それに医療関係者が患者に
対して丁寧に接していることに感銘を受けまし
た。原爆ホームを訪問したときには、弱者に対す
るいたわり、これほどの高齢者が何不自由なく活
き活きと生活していることに驚かされました。小
児科の病院でも、子供達が家にいるのと同じよう
に感じられるよう、様々な工夫がなされているこ
とに感心しました。

和食や茶道もとても気に入りました。
ありがとうございました。



マリナ　　ゾヤリョナヤ　　　（コメリ医科大学4年生）

MarynaZialionaya

NASHIMの皆様に、このような研修を準備し
ていただいたことに対し、心よりお礼を申し上げ
たいと思います。

私達は、素晴らしい時間を過ごし、楽しみ、様々
な人と知り合うことができました。その他、多く
の時を医療施設で過ごし、その仕組みや住民への

医療サービスについて知り、病院の機器のレベル
の高さと、スタッフの高い専門性について納得す
ることができました。この研修の後、私は医者で
あることがどういうことか、またその職業にはど

んな責任が伴うのかを実感しました。この国での
研修で得た印象は、長く私の心に残るでしょう。

ラマン　　ツエツエラウ　　　　（コメリ医科大学3年生）

Raman Tsetserau

長崎市で私は、数え切れないほど多くの興味
深く独特な場所を訪れた。例えば、原爆資料館、
平和公園、長崎大学医学部、放射線影響研究所、
NASHIM、多くの被爆者が住む原爆ホームなどで
ある。特に印象深かったのは、当時の出来事の生
き証人の話である。その話は私の心に長く残るこ
とだろう。
拭い去れぬ印象を残したのは、原爆資料館であ

る。これに似た場所は世界中のどこにも無い。そ
こには恐るべき出来事が目に見える形で示されて
いた。私は原爆の爆心地を訪れ、いかに多くの人
がその場所を訪れているか、そして人々がいかに
その悲しみの記憶を大切に守っているかを見た。
私を日本に招待してくれたNASHIMに対し感謝
したい。

仇ノP切巨トィ・コメリ医科大攣董と市島との交流・6＼牒〃qい・

交流会は8月5日に国立長崎原爆死没者追悼平

和祈念館で行われました。コーディネーターに長

崎大学の高村助教授を迎え、NASHIMで招晴した

コメリ医科大学生4名に長崎大学医学部から村上

知彦さん、元春洋輔さん、茅野龍馬さん、活水高

校から岩永礼美さんの参加を得て実施しました。

はじめに高村助教授からチェルノブイリ事故に

ついての説明があった後、各学生がスライドを使って、自分たちの生活や取組みについて説明し、チェルノブ

イリ事故とは何だったのかということについて現状の再確認をしました。後半は来場者とのやりとりを交えて

ベラルーシの被曝医療の現状や被爆地長崎が取組むべき今後の課題などについて意見交換を行いました。

ベラルーシを訪れたことのある元毒さんは「ベラルーシの学生はアルバイトなどで医療に触れながら勉学

に励んでいる。同じ医学生として凛としていて志が高いと感じた。また、戦争や侵略の歴史が長く、独立し

てからの歴史もまだ浅いので、みんなそれぞれに平和に対する哲学を持っていると思った。」と話しました。

これに対し、マリナ・イワンチカワさんは「被ばくの痛みを味わったから、被ばくした人の気持ちがわかる。

心理的な面からも支えてあげられる医師になりたい」、「医師になったらもちろんコメリで働くが、もっと知

識や経験を高めたい。長崎のみなさんが研

修を受け入れてくれるなら、再び長崎を訪

れたい。」と将来の夢を語りました。

最後に高村助教授は「NASHIMがこの

ような希望を持った医師、学生の方々に学

ぶ機会や被ばく者医療について知る機会を

提供することは、チェルノブイリ原発事故

から20年経った今後も必要。できればこ

れからも将来被ばく者医療に携わる若い世

代に人材育成の分野でNASHIMが長崎か

ら情報を発信できればと考えている。」と

まとめました。

研　　 修　　 日　　 程

7 ／2 8 金 長 崎着
2 9 土 長 崎大 学医学部学生の案 内で原 爆資料館等見学

3 1 月
血 液検 査 （長崎大学医学部 ）
長 崎大 学医学部長表敬訪 問

8 ／ 1 火
第 二外 科外来見学 （長崎大学 医学部 ・歯学部付属病 院）
県 医師会長、長崎大学長表敬訪 問

2 水 長 崎市 原爆被爆者健康管理 センター視察

3 木
自身の 被爆線量測定 （長崎大学 医学部）
恵 の丘 原爆ホーム視察

4 金 交 流会 打ち合わせ
5 土 交 流会

7 月
甲状腺 手術見学 （長崎大学 医学部 ・歯学部附属病院）
日本赤十 字社長崎原爆病院視察

8 火 原爆遺構 見学

9 水
平和式 典参列
財 団ラ去人 放射線影響研究所視察

1 0 木 チ ェル ノブイ リ医療基金の招 きで長野県松本市へ
1 3 日 帰 国



チェルノブイリ原発事故20周年記念関連事業

チェルノブイリ写真展

昨年の7月下旬から8月初旬にかけての13日間、日本チェルノブイリ連帯基金と共催で写真展を開催し

ました。これは事故から20年という節目の年にあたって、一般市民の皆様に事故や事故後の状況について

認識を深めていただくとともに、海外のヒバクシヤ医療に携わるNASHIMや日本チェルノブイリ連帯基金

について知っていただくために企画したものです。チェルノブイリ

原発事故で大きな汚染の被害を被ったベラルーシの村人を撮影した

本橋誠一さんの『無限抱擁』から60点の写真とNASHIM、日本チェ

ルノブイリ連帯基金の活動紹介パネルを展示しました。

長崎原爆資料館のエントランスホールで開催されたこの写真展に

は開催期間中、約5000人の来場者が訪れ、真剣に展示写真に見

入っていました。

出　版

NASHIMは諸外国での放射線関係事故に関する図書の出版や長崎原爆関係図書の英訳出版、ロシア語の

医学教科書出版などを行っています。2006年度はチェルノブイリ原発事故20周年事業の一環として、

医学書と普及啓発冊子を出版しました。

医学書『ロシアにおける甲状腺癌の研究成果』（ロシア語）

事故後急激に増力ロした小児甲状腺癌の基礎的研究成果を長崎大学大学院原爆後障

害医療研究施設（原研）の山下俊一教授とウラジミール・サエンコ助手、ロシアの

オブニンスク放射線医学研究所のアナトリ・ツイープ所長ら6人で共同執筆したも

のです。年間100万人に1人と吉われる稀な小児甲状腺癌の病理診断基準や遺伝

子異常の詳細を明らかにし、今後予想される成人の放射線誘発による甲状腺がん多

発に備える早期診断・治療の教科書的な役割を現地で担うものと期待されます。

1000部をモスクワで出版し、7月に関係諸国の専門機関に配布したほか、

100冊を長崎大学に置き、ヒバクシヤ医療教育に役立てています。

『長崎から発信するヒバクシヤ医療国際協力の歩み』

チェルノブイリ原発事故から20年目を迎えた記念として出版したものです。

2006年度にNASHIMが行ったチエ）L／ノブイリ20周年記念事業の報告に加え、

事故の概要や事故後の現状、放射線に関するQ＆A等が盛り込まれています。

4000部を出版し、NASHIMの関係機関や全国の医科系大学等に配布する予

定です。



カザ7スタンかち来た医師のご

私の名前はアイヌール・アキルジャノウと申します。私はカザフスタ

ンから来ました。今回、3回目の来日になります。1回目は2005年3

月、長崎大学で行われた若手研究者の会議に、2回目はその年の7－8月

にNASH［Mの研修でそれぞれ長崎に来ました。

これまでの日本での体験は、私にとってとても興味深く、有意義なも

のでした。それは実際の病院での仕事だけでなく医療システムといった

多岐にわたるものです。特に被爆者医療における医師と被爆者との密接

な関わりと予防医学の高いレベルに感銘を受けました。またNASHIM

の研修プログラムでは、被爆者の健康影響についての調査がいかに多角

的に行われているかを目の当たりにしました。このような機会を与えて

くれたNASHIMには改めて感謝したいと思います。長崎で得た経験は、その後の私の仕事にも応用できま

したし、その後も長崎大学の高村先生との共同研究を継続してきました。

そして2006年末、私は再び長崎に来る機会を得ました。

私の母国であるカザフスタンが、アメリカ、フランス、ドイツそして日本の優れた研究施設に人材を長期

に派遣することになり、選考の上、日本の長崎大学には私が派遣されることになったのです。私の役割は、

特に乳がんについての遺伝子解析の研究を長崎大学で行うことです。現在私は、長崎大学の原爆後障害医療

研究施設（原研）で客員研究員として研究を行っています。この長崎で分子生物学や病理学を学べることは

私にとって光栄なことです。

長崎に来て3か月がたちました。長崎について少しずつ分かってきましたが、まだまだわからないことも

たくさんあります。現在、私は日本語を学んでいます。それは「言葉ができてはじめて、その国の文化が理

解できるのではないか」と思うからです。これからも、宜しくお願いいたします。

〈2005年度　NASHIMの受入研修での様子〉

■・・．．．．・＿．．∴∴・〆■r′勇．．一・・－、「‾．

膚憾塙腋凛闇里諷瀞憎剛許虜憎剛許虜帽勲沸虜帽勲
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ァ連邦からそれぞれ1名の計6名脚しました0彼らは「被ばく者医

療で即枝脚長崎で得た離国で活かしたい」と恵紗研修に酔ました0

例年どおり長崎大学の原爆後障害医療研究髄設（師）でヒバクシヤ医療の全体像を把握してもらうための

共通の講義が2日間にわたって行われた後、病理学や疫学などそれぞれの専門分野に分かれての専門カリキ

研修の閏には畏鵬爆資料館の見学や平和記念式典へ参列するなど長崎原爆の実相についての認識を深め

るとともに、長崎酎掛如た多くの人々の冥福を祈りました那恵の丘長崎酢ムでは直

接被爆者の証言鯛く齢脚天草のはまゆう療育園では、重症心身障害者に脚淵かな医

療ケアを見学し、母国の現状との比較を行うなど、綿蓑な研修脚ようです0
．．dl血虎鯛舶に「放射線医療科学国際コンソーシアム第2回長崎シンポジウムjが脚学で行．＿．′、．＿裏洲∫．より専門郊識を深めました0山＿一

1993年から実旛しひるチェルノブイリ・カザフスタン酵

師㈲脚疹を今脚7月21日から8日24日まで1ケ脚こ

統って、チェルノブイリ国際医療協力事業を活発に行っている長崎

大学医学酢画鱒蘭醍人放射線影響研究所や日赤長崎原爆病院、

長崎脚被爆者健康脚ンターなどNAS＝lMを構成する芭

で脚ました0本年度で14回目となるこの受入研修にはベラルー

シ共終カザフスタン共和国からそれぞれ2名、ウクライナ、ロシー．〈カムモ奥軋ました。彼らは「被ばく者

強科学国際コンソーシアム第と凹Ⅸ岬／′‥‾

ゎれ、研修者6名もこれに参跡より専門脚深めました0

研修生はどの方も、今後、ヒバクシヤ医療柳は放射線医療教育

といった分野で各国において中心的役割を担ってい抑る方々ばかり

です。将来の国際医療協力分野における良きカウンターパートになつ

ていただけるものと思っていますoNAS＝lMでは今後とも長崎大学

を始めとした研修機関と協力し姉本事業を発展させていきたい

と考えています。

悪の丘長崎脚 一ム　 ルノブイリ・カザフスタン関連受入研修者名簿　　　　　　　　　　　　野

　 2 00 6年匿 チエ

国 肇　 一一つ蓋 孟 tsev
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研修結果に関するレポート

ベラルーシ共和国　コメリ医科大学

臨床検査医学主任　イリーナ・ノビカワ

2006年8月2日より、公衆衛生科で研修を受けた。この間大学

病院の検査部で、治療及び研究目的で行われる臨床検査全般につい

て知ることができた。研修中、免疫化学（血清）、生化学、遺伝、血

さ夜、輸血の各検査室を見て回った。免疫化学室では、ホルモン査定法、
日本赤十字社長崎原爆病院

自己免疫関連病の患者の検査について矢口識を得たが、自分の専門が臨床

免疫学なので、大変興味深かった。生化学室では、種々の生化学検査の機器について知った。どの検査室でも、

分析前、分析、分析後の作業について、懇切丁寧に説明を受けることができた。検査部での精度管理につい

ても、詳しく知ることができた。遺伝検査室では、PCR検査やサザンプロット法について学んだ。またフ

ローサイトメトリーに関する興味深いレクチャーや検体に関する作業についても知った。個人的にも様々な

研究を行うことができた。特に興味深かったのは、輸血検査室である。日本赤十字社長崎原爆病院の血液セ

ンターを訪問したり、脚部の血管の病気における再生医療に関する実験について聞いたり、幹細胞の抽出や

培養の実験を見学することができた。最も多くの情報を得ることができたのは、この輸血部においてである。

全体として、研修課程はよく考案されており、職員の親切さ、その専門性の高さ、検査室の臨床データを惜

しげもなく与えられるレベルの高さと善意に支えられていた。コメリ医科大学に帰った後は、教育や治療に

おいてこちらで感心した幾つかの要素を取り入れてみたい。NASHIMに対して研修の機会を与えてくれた

こと、また研修期間全体におけるサポートについて感謝の意を表したい。

長崎での研修レポート

カザフスタン共和国　カザフスタンがん・放射線研究所

細胞診部門主任　ナリマン・ムハンメツドガリエフ

2006年7月22日から、長崎市の平和公園、爆心地公園、知己堂、

原爆資料館、平和祈念館を見学し、原爆による悲劇に関して、強い印

象を受けた。またいくつかの表敬訪問を行い、被爆者に対する援助を

行う研究機関、医療機関を見学して回った。 長崎大学での講義

7月31日、8月1日は、原研内科・病理・国際・疫学の講義を受けた。

8月2日から22日まで、長崎大学医学部原研病理および大学病院の病理部で研修を受けた。研修期間中、

200名以上患者の様々な部位の腫瘍の組織標本、パパニコロウ染色による400名以上の患者の様々な部位

の腫瘍の標本を観察した。その他に、パパニコロウ染色や免疫細胞染色、免疫組織染色の手法について、ま

たフローサイトメトリーやPCR、DNAの抽出、シーケンス、プライマー選別などについても学んだ。大

学図書館が契約しているインターネットサイトの文献も活用した。

そのような機会を与えてくれたNASHIMに深く感謝している。

関根先生、山下先生、朝長先生、高村先生にお礼を申し上げたい。

研究員のサエンコ夫妻、病理部の穴見先生、院生のナターリア、同郷のセリック・メイルマノブおよびタマ

ーラ・ジュヌソヴァにも感謝している。みなさん、ありがとうござました。



窃〆川
派遣・フォローアップ事業報告

カザフスタン共和国アルマテイ・セミパラチンスク派遣記録
長崎大学移植・消化器外科（旧第二外科）

前田　茂人

今回2006年5月25日から6月2日まで、NASHIMの一員としてカザフスタンヘ派遣させていただいた。

カザフスタン第一の商業都市アルマティ市と被曝地域であるポリコンの近くのセミパラチンスク市を中心

に、ジュネーブWHO出向中の山下俊一先生と公衆衛生学の高村昇先生らと行動を共にした。

思い起こせば1999年の8月が最初の訪問であったが、それから2001年の医局長時をのぞき毎年訪問さ

せてもらっている。当初は経済的に支援が必要だと思えていた街並みが、たくさんのビルデインクや新築の

家が建ち並び、道には高級車が数多く往来していて、少なくともアルマティは長崎よりも経済的には恵まれ

ていると感じた。

l）講演：アルマティヘ着いた翌日5月26日には、Scientific Research

lnstituteofCardioIogyand［nternalDiseaseで甲状腺疾患に対する

診断から治療までの流れについて講演を行う機会を得た。循環器内科医と

内分泌内科医がおられたが、甲状腺の手術に興味を持たれたようで有難

かった。

2）長崎大学賞：セミパラチンスク医科大学と長崎大学は姉妹校であり、今

回、第7回目の長崎大学賞が学業優秀な学生さんへ授与された。授賞式に

先立って「WHOの世界戦略」という山下俊一教授の講演が行われ、セミ

パラチンスク医科大学の学生さんはとても幸せではなかったろうか。この

賞はセミパラチンスク医科大学学生の医学へのモチベーション向上に高く

寄与していると感じた。

3）検診・セカンドオピニオン依頼：これまでの日本人医療関係者による検診・

診断および治療に関する医療支援は、特にセミパラチンスクでは大変感謝

されている。山下教授の数多くのご尽力から始まり、土井先生（長期間滞

在による細胞診指導）や坂本穆彦教授（杏林大学病理学）、林徳真吉先生（長

崎大学病理学）らによる細胞診診断技術移転は軌道に乗っているようだ。

私の役目であった超音波と細胞診技術指導、そして診断から治療までの流

れに対する啓蒙活動も、遅々とではあるが、うまくいくものと期待してい

る。

4）表彰状贈呈：今回は特にすばらしい表彰を受けた。これまでの長崎大学関

係者全員への贈り物と思う。山下俊一先生にはカザフスタン共和国保健省

から、高村昇先生と私には乗カザフスタン保健局から表彰状をいただいた。

今回の出張を終えて

外科医として少しばかりの医学的貢献と心の橋渡しができたように思う。これまでの長崎とセミパラテン

スクの絆がますます力強いものになってきたのは間違いない。この絆が長く続き、長崎からの被爆医療支援

が世界へ発信され理解されることを祈願する。

最後に貴重な機会を与えていただきましたNASHLM関係各位の方々にお礼を申し上げます。



井石会長、斎藤副会長ベラルーシ共和国を訪問

2007年1月27日から約10日間にわたって、こ

れまでNASHIMのチェルノブイリ医師・専門家招

哨事業で研修生として来日した医師・専門家のフォ

ローアップ事業としてNASHIMの井石会長（長崎

県医師会長）と斎藤副会長（長崎大学学長）がベラ

ルーシ共和国を訪問しました。

井石会長と斎藤副会長は、まずベラルーシ共和国

の首都ミンスクで国立ベラルーシ医科大学、甲状

腺がんセンターを訪問し、ベラルーシにおける医

師・学生への教育の現状や甲状腺がんの治療の実際について現状を視察しました。ベラルーシ医科大学では、

NASHIM、それに長崎大学のこれまでの貢献に対して感謝状が贈られました。

続いて訪問した甲状腺がんセンターでは、現在稼働している甲状腺がんの診断のための遠隔医療診断支援

システムの見学を行うと同時に、2001年に第4回永井隆平和記念・長崎賞を受賞されたエフゲニー・デミ

チック氏に面会し、同国におけるヒバクシヤ医療の現状について意見交換を行いました。さらにミンスクで

は在ベラルーシE］本大使館の小池孝行氏を表敬訪問し、これまでのNASHIMの活動について報告するとと

もに、今後のベラルーシ共和国への支援の在り方について意見を交換しました。小池大便からは、これまで

の長崎からチェルノブイリヘの貢献について高い評価をいただき、今後は大使館の支援事業への助言をして

ほしいという要請も受けました。

その後、井石会長と斎藤副会長はチェルノブイリ原発事故の影響を最も受け、小児甲状腺がんが多発した

同国のコメリ州を訪問しました。コメリ医科大学や国立放射線医学・環境研究センターを訪問して、これま

で長年にわたってNASHIMで招嘱した医師・専門家が現地のヒバクシヤ医療の第一線で活躍している現状

を視察しました。さらに、事故後住民が避難し、その後も放射能汚染があるため一般の人は立ち入ることが

できない発電所周辺の「30kmゾーン」も特別の許可を得て見学し、チェルノブイリ原発事故による放射

能汚染が、事故から20年を経過した現在でも存在していることを目の当たりにしました。

なお、コメリ医科大学では、斎藤副会長に対し名

誉教授胃が授与され、これを記念して無藤副会長に

よる「長崎大学の歴史と放射線医学研究に対する取

り組み」と題する特別講演が行われました。

今回の派遣事業は短い期間の訪問でしたが、

NASHIMが長年行ってきた研修事業に参加した多く

の医師・専門家がヒバクシヤ医療の第一線で活躍し

ている現状を確認することができ、非常に有益なも

のとなりました。

（レポート：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　高村昇）



～韓国から医師等を招曙～

NASHIMでは、長崎が蓄積した原爆被爆者治療の

実績及び放射線障害に関する調査研究の成果を生かして、

韓国国内で在韓被爆者に対する援護事業を実施している

医療機関などから医師等を招鰐し研修を行っています。

今年度も、被爆者医療の研修と交流を目的として、

11月、12月、2月の3回に分lナ、医療職6名、事務

職6名の計12名が来崎しました。

原爆資料館見学

NASH］M会長訪問

研修者はまず、長崎県庁や長崎市役所で職員から原爆

被爆者行政の説明を受け、熱心に質問や意見交換を行い

ました。その後、長崎県医師会を訪問しNASHIM会長

である井石哲哉県医師会会長と懇談し、日本と韓国の被

爆者医療の違いなどについて意見交換を行いました。

研修期間の前半では、長崎原爆資料館や国立長崎原爆

死没者追悼祈念館のlまか、平和記念公園、原爆落下中心

地、永井隆記念館などを訪れ原爆の実相など研修しまし

た。また、長崎市原爆被爆者健康哲理センターにて被爆者健診の状況や施設などを見学しました。

後半では、医療職、事務職それぞれに別れ、日本赤十字社長崎原爆病院や財団法人放射線影響研究所、恵

の丘長崎原爆ホーム、長崎大学医学部・歯学部附属病院、長崎大学原爆後障害医療研究施設などで研修や視

察を行いました。

研修者らは、「被爆地を訪れ、原爆投下は二度とあってはならないと実感した。帰国して周囲の人に伝え

たい。」「韓国の被爆者は約2，400名いるが、一般の人たちは被爆者に対する関心が低い。研修で被爆者医

療への理解を深め、韓国でこの経験を活かしたい。」などの感想を述べました。

02006年度　韓国人医師等被爆者医療研修者名簿

回数 研J修三斯十間 崩　　　　 匿喜… 職※名 妙；・．了∵■名

第1回

1 1月5日～ 11月11日

（7 日間）

嶺両大学附属病院 教　　　 授 金　 昌潤　 弘 チャン］ン

ソウル赤十字病院 診療部内科長 越　 ≡権　 チョウサンウォン

1 1月5日～ 11月9日

（5 日間）

韓国保健福祉部疾病対策課 事　 務　 官 妻　 仁俊　 がンインゾユン

陳川原爆被害者福祉会館 館　　　 長 朴　 貞姫　 ハ0クゾヨンヒ

第2国

12月3日～ 12月9日

（7 日間）‾

ワレス記念浸礼病院 内科 部 長 李　 淫相 リゾユンサン

セソウル内科医院 医　　　 師 声　 汝鶴　 ユン］ハ

12月3日～ 12月7日

（5 日間）

ソウル赤十字病院 院務 課 長 李　 乗燦 リビョンチャン

大部赤十字病院 院務 課長 朴　 性直　 ハ0クサンゾク

第3回

2月2 5日～3月3日

（7 日間）

ソウル赤十字病院 医　　　 師 金　 恩那　 払ユンナ

嶺南大学附属病院 医　　　 師 申　 棄薫　 シント小ンホン

2月2 5日～3月1日

（5 日間）

陳川原爆被害者福祉会館 生活指導員 李　 南鎮 リナムゾン

隣Jtl原爆被害者福祉会館 生活指導昌 延　 順英　 イ工ンサン］ン



くNASⅢM研修を終ぇて＞

2007年2月25日から3月3日まで‘NASHIM韓国医師等受入研修’に

参加しました。

2007年1月に被爆者検診研究のため

に長崎に訪れたこともあり、また私が担当

している患者の中にも被爆者がおり、今回

の研修は被爆者に対する背景知識と原爆に

対しての理解を深める良い機会になりまし

た。

…　4国の講義で原爆に対する基礎説明、放射線が人体に及ぼす影響及び放射

線による発癌、そして最近取り上げられている放射線医療まで充実した説明

を受けました。実は原爆に対する漠然とした恐怖を感じていただけで実際の

被害やそこで生き残った人々がどんな苦痛を経験したのかは全く知りません

でした。私にとって今回の研修は原爆の被害の実態奪現実的なものとして実感することが出来る機会となり

ました。

いろいろな日程の中で私は落下中心地付近の見学が一番印象に残りました。原爆の悲惨な被害や被爆者の

苦痛を考えたら二度とこのようなことはあってはならないと思い奉す。く‘平和は長崎から’と言うメッセー

ジは全世界の人々の無知や無関心から、原爆あるいは水爆の恐ろしさを絶えず思い起こさせてくれます。私

たちが平和を求め続けていくことは孤独であり困難も伴いますが本当に重要な運動だと思われます。

もう一つ、長崎で敬愛されている永井隆記念館と知己堂を訪ねた事も記憶に残っています。若くして闘病

生活と戦いながら最後まで愛と使命感を失わなかった永井博士の一生を知り感銘を受けました。大変だった

時期に多くの一般の長崎市民の方々もおそらく同じように立派に乗り越えたのではないかと思われます。

私の兄弟も原子力研究所と関わりのある仕事をしているので個人的にも放射能のことを心配しています。

今回の研修は個人的にもとても有益なものでした。

今回の研修で充実した教育と温かく歓待してくださった

NASHIM会長様、長崎県市の関係者の皆様、長崎大学、

日本赤十字社長崎原爆病院、長崎市原爆被爆者健康管理セ

ンター、財団法人放射線影響研究所の先生方にもこの場を

借りて感謝の言葉を申し上げます。

2007年3月15日　ソウル赤十字病院　内科　金恩那
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NASHIMでは、被爆者に対する相互理解と被爆者医療の進展を図るため、1999年から韓国へ医

師等の専門家を派遣しています。今年度も1月から2月にかけて2回の派遣を実施し、韓国の医療関

係者との意見交換や病院等の視察を行いました。

第1回目の派遣では釜山ワレス記念浸礼病院と居昌赤十字病院での被ばくしや医療セミナー開催と

陳川原爆被害者福祉会館の訪問を行い、第2回目は2007年5月に健康相談等事業が実施される予定

の馬山医療院で健診視察と事業を円滑に進行させるため健診担当者との協議を行いました。

派遣した先生方に報告をしていただきましたのでご紹介します。

※健康相談等事業…厚生労働省の委託による在外被爆者対策として、外国に医師等を派遣し、健康相談等を実施する

ことにより原爆による後障害に対する不安の解消と健康の増進を図ることを目的とするもの。

療　㊧　容　馨　容　⑳　㊧　車　㊧　蓼　㊧　㊧一㊧　⑳　㊧　＠　㊧　⑳　参　㊧　容　㊧　㊧　螢　車　容　㊧　㊧　㊧　㊧　㊧　嗟　車　蓼　螢　蓼　車　車　㊧　容　容　⑳　⑳　㊧　容　㊧

韓国での講演と陳川原爆破害岩福祉芸総見学

長崎大学原研　難　波　裕　幸

NASHIMの専門家派遣事業の一環として、韓国の釜山と居昌の医

療従事者を対象として平成19年1月31日から2月3日に被ばく者医

療に関する講演を行ないました。この講演の目的は、在韓被爆者の

診療を行なっていらっしやる韓国の医療従事者の方々に原爆と被ば

く医療についてより深く理解していただこうというものです。

原研病理の関根一郎教授と私が、現地の2病院（ワレス記念浸礼病

院と居昌赤十字病院）でそれぞれ「長崎原爆と後障害」と「チエル
原爆被害者福祉会館館長と関根先生

ノブイリ原発事故とNASHIMおよび長崎大学の国際医療協力」につ

いて講演しました。ワレス記念浸礼病院では約40名、居昌赤十字病院では、約15名の医療従事者の方々に

熱心に拝聴していただき、また質疑応答を行いました。特に居昌赤十字病院では、院長をはじめとしてスタッ

フの皆様に歓迎晩餐会を開いていただき、和やかに友好を深めることができました。

最終日には、長崎の原爆ホームに相当する陳川原爆被害者福祉会館に見学でき、80名の被爆者の方々の

生活ぶりを見せていただきました。まだ100名以上の被爆者の方々が入居を希望して待機してらっしゃる

という事実を知りました。居昌

赤十字病院と陳川原爆被害者

福祉会館に、関根教授の撮影な

された花の写真数点が飾られる

ことに決まり、今後、在韓被

爆者の心の癒しになるとともに

NASHIM被爆者医療の記念と

なることでしょう。
ワレス記念浸礼病院 居昌赤十字病院
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2007年度在韓被爆者健康相談事業に関する健康診断状況視察報告書

熊谷　敦史

健診施設の概要

2007度の健康相談事業は5月に慶尚両道馬山市で予定されています。馬山市は人口約43万人、韓国東南

端中央部に位置した海岸都市で、釜山から約44kmの距離に位置しています。健診及び相談事業を行う馬山

医療院は慶尚両道からの予算措置のもと、慶尚大学医学部により運営される国立民営形態の公共病院であり、

ベッド数234で18名の医師により診療がなされています。主な医療設備としてMRl、CT、×線透視装置、

消化管内視鏡を備え、血液・尿検査のほとんどの項目に対し、院内の分析装置で対応することができます。

2007年の在韓被爆者健診は2月1日から開始しており、1日あたり約12名の健診を行っています。健診専

門の部署はなく、実際の検査は名・診療科に依頼し、結果を診断検査医学課長の鄭賢珠医師が統括して受診者に

郵送し、緊急の診療が必要な場合には電話で直接受診者に連結をしています。

誼＿＿＿盟

馬山医療院を訪問し、同院の院長をはじめ、健診に関与するスタッフと面　‾墾攣≡‾八一‾仙‾‾一一‾ゝ－】ゝ山一一‾㌃‾八一′‾＋、‾

談しました。

荏填欒院長からは、「韓国に住む被爆者に温かい関心をもってくださってい

ることに感謝します。これから被爆者個人の心の痛みともに韓日両国が抱え

ている歴史上の痛みをも克服する努力が必要です。」との挨拶をいただきまし

た。「医療設備は大学に及ばないものの、できる限りの協力をしたい。」との吉

葉も頂戴し、院長をはじめ健診に従事するスタッフの本事業への強い期待が

感じられました。

健診施設の視察のあと、健診総括担当者との実務協議として、相談事業開

始までに行われる資料準備について、その内容・項目についての質疑を行い、

加えて馬山医療院と大韓赤十字社との項目ごとの役割分担を検討しました。

協議による合意内容

健診結果については、馬山医療院所定の入力様式に従って同院で英語入力・k

出力されたもの及び夕、ほβ委託業者から返信されたパターン図が相談事業に提供され、総合判定についてはハン

グル語で入力されているため、大韓赤十字社により日本語翻訳した上で提供される予定。また、前回の検査結

果については、別紙として添付される予定です。

（※事務局：協議結果の詳細については紙面の関係上省略させていただきました）

塾－＿＿登

院長以下現地スタッフの本事業に対する関心・期待の大きさも十分に高まっていることが察せられ、5月の

相談事業が円滑かつ実りあるものになることが期待された訪問でした。なお、今回の訪問・協議については長

崎県と大韓赤十字社による周到な事前準備により、つつがなく行うことができましたことに感謝致します。

2006年度　専門医師等幸葦国派遣者名簿

派 遣 期 間 所 属 闇■■■莞 氏　　 名

第1回
1月 3 1 日～2 月3 日
（4 日間）

長崎大学原爆後障害医療石

長崎大学原爆後障害医療石

長崎県原爆被爆者対策課

長崎 ・ヒバクシヤ医療国

升修施設

修施設

、協力会

病態分子解析分野教授 関根　 一郎

汗 分子診断研究分野助教授 難波　 裕幸

課長補佐 島村恵美子

事務局 福田　 恵子

第2 回
2 月 6 日～2 月8 日
（3 日間）

長崎大学原爆後障害医療石

長崎大学原爆後障害医療

長崎県原爆被爆者対策課

升修施設

修施設

分子治療研究分野助教授 塚崎　 邦弘

分子診断研究分野研究員 葬巨谷　 敦史

係長 山口　 勇次



助由∂娩由

一平成18年度外務大臣表彰受糞

平成18年7月10日に平成18年度外務大臣表彰が外務

省で執り行われ、NASHIMが表彰状を授与されました。こ

の賞は近年の国際環境の変化と日本の国際的地位の向上およ

び諸外国との相互依存関係の深化に伴い、多くの方々が国際

関係のさまざまな分野で活躍し、日本と諸外国との友好親善関係の増進に多大な貢献をしている中で、特に

顕著な功績のあった個人や団体を表彰するものです。今年度は個人36名と16団体が表彰され、NASHIM

からは井石会長が授賞式に出席しました。

井石会長は「NASHEMは長崎原爆という負の体験を将来へむけた非核平和の砕石として、県と市の行政

がヒバクシヤ医療に携わる関係機関と連携し、一丸となって医療協力関連分野の事業に専念してきた。長年

にわたる国際貢献に対して、外務大臣から表彰をいただき、大変名営でうれしい。今後とも長崎原爆を被災

された多くの犠牲者の御心に応え、また蓄積された被爆者医療のノウハウを世界の被ばく者救済のために活

用するため、平和医療外交の一助としてNASH［M事業の更なる発展を期したい」と喜びを語C）ました。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

核禁会議がNASHLMへ活動助成金を寄付
平成18年8月7日に核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）全国集会が長崎原爆資料館ホールで開催さ

れ、NASHIMがほかの7団体とともにカンパ金を贈呈されました。

核禁会議は昭和36（1961）年に結成され、「被爆者に愛の手を！」を合吉葉として被爆者の方々を救援す

るためのカンパ活動を長年行っています。結成以来、多くの施設に検診車、送迎用マイクロバス、車椅子、ベッ

ド、医療器異などを毎年贈り続けています。長崎市の平和公園にある「平和の泉」を建設したのはこの核禁会

議であり、また、国際的には韓国の陳川原爆被害者福祉会董矧こ医療機器などを送り続けています。

今年度はこの活動助成金を医学図書『小児甲状腺学』（ロシア語）の増刷に利用させていただきました。核

金会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く敬意を表しますとともに、改めて厚く感

謝申し上げます。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

籠7固永井膵平欄記冠・転臓賀候補書舅焦のお知らせ
ナシムは原子爆弾による被爆者と放射線被曝事故等による被災者に

対する治療および調査・研究等の分野において、ヒバクシヤ医療の向

上・発展、ヒバクシヤの福祉の向上を通じ世界平和に貢献し、将来に

わたる活躍が期待される国内外の個人または団体に、永井隆平和記念・

長崎寅を贈っています。長崎原子爆弾被爆50周年にあたる平成7年

度に創設し、今回が第7回目の実施となります。

この賞にふさわしい候補者がおられたら、5月15日までに推薦を

お願いします。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第19号
発行／平成19年3月30日

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）
TELO95（895）2473FAXO95（895）2578
http：／／www．nashim．org／

E－Mailinfo＠nashim．org


